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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・デイケア内での物のやり取りが多くなってきているため、ミーティング時に物のやり取りを禁止している理由やデイケア内でのルールを守ることについて、暫くの間注意していくこと。

・9/5（水）から社会福祉士の船橋早紀さんが青陽館で2週間ほどローテーション研修を予定している。
・経過記録作成、アップロードの締切は本日まで
・ノースネバーランドの弁当について、本日から数十円の値上げとなる。値上げ後の金額はデイケアの掲示板に張り出している。今後数円単位での計算が必要となるため、金額に注意しながら対応すること。
＜研修案内＞
・東北精神保健福祉学会　山形大会
「気づき、そして、つなぐ―多様化する医療・保健・福祉―」

9/30（日）9：20～16：30　場所：山形テルサ
プログラム・抄録集が青陽館2階相談室にあるので、興味がある人は確認すること。
＜グループホーム入居者情報交換＞
・淡路　智恵子様～9/11（火）妹宅訪問、17日（月）買い物、24日（月）「疲れて行きたくない」という理由でデイケア欠席を希望している。以前に比べ妹と会いづらくなったと話している。買い物は欠席理由にならないことを伝えるが理解に乏しい。祝日プログラムである17・24日（月）のいずれか出席するよう再三指導しているが聞き入れる様子はない。
14日（金）11時から当館でモニタリング実施予定（相談支援専門員：特定相談支援事業所「青明舎」澤口氏）

→プログラム参加時の居眠りが目立つ。生活状況及び睡眠状況を確認していく
・冨田　紀子　様～本日根城よしだ歯科を受診している。通院先を変えたいと話している。
・船場　幸子　様～9/7（金）デイケア終了後「青陽館のロッカーに整形外科の薬を忘れてきたので、今から取りに行きます」と連絡があり、ナイトケア職員がグループホームあおぞらに届けている。股関節の疼痛が持続していることから当館スタッフによる自動車送迎を行っているが、グループホーム世話人に「送迎してもらって申し訳ないから、歩いて行きます」と話したため当館スタッフと話し合うよう助言している。14日（金）おくでら整形外科クリニック受診予定。
下の部分義歯の金具が折れて口腔内が傷ついていることから、本日松尾歯科医院を受診予定。

　　　　　　　　　→歩行による疼痛悪化を懸念し、送迎継続
・繁名　和恵　様～9/6（木）グループホーム世話人付き添いで伴内科心臓血管クリニックを受診し糖尿病と診断された。同院医師から間食を摂りすぎないことと、中性脂肪の数値が高値であるため悪化しないよう指導されている。また、本人の脈拍数（14万5千回/日）が脈拍の基準値（10万回/日）と比べて4万5千回多いと説明され、糖尿病薬と抗不整脈薬が2週間分処方された。同院へ通院継続するか不明であるため、次回受診時に同院へ確認予定。本人から了承を得たため、グループホームあおぞら入居者に上記について注意喚起していく予定。
　　　　　　　　　→本人から「自分で弁当作ったので、今日頼んでいた弁当キャンセルします」と連絡がある。持参した弁当を確認するとご飯の量が多く、イカと昆布の煮つけ、ミニトマト6個。「糖尿病だから揚げ物はダメでしょ？」と話している。食事内容を確認し、間違った知識を習得しているようであれば介入していく
・中村　与一郎様～9/7（金）以前出産祝い金として金銭を渡した特定女性利用者の名前を
挙げ、「『来週火曜日16時過ぎに病院に来て』って言われました。まあ
行かないですけど」と話していたことをグループホーム世話人に情報
提供していた。その後本人からも上記についてグループホーム世話人
に相談があったようだ。
・田中　一　　様～今朝の訪問時に睡眠が不安定であることを訴えている。また、特定女性利用者（津島イチ子様）の名前を挙げ、「週末苛々することがあった」と話していたようだ。
　　　　　　　　　→9/6（木）・7（金）昼食後の自主活動時に特定女性利用者の話し声に反応し「うるさい！」と大声を出している。特定女性利用者も“何よー！”と大声を出すが、スタッフの介入により過度となることはない
・下妻　康貴　様～右乳首の疼痛が出現し、9/5（水）堺皮膚科医院を受診。廱（よう）と
診断され膿を摘出している。入浴は我慢しており清拭を実施している。
・若松　邦生　様～就労の業務過多等から疲労感を訴え遅刻が目立つ。その一方で「勉強のために徹夜したい」「勉強に力を入れたい」と話すことがある。本日の昼休憩時に「早退したいけど最近遅刻しているから早退しにくい」「ナイトケアには行きたい」と本人から連絡がある。午前は本人の苦手な業務内容（全国の宿泊施設をWeb検索しExcelに入力する）であったが、午後は別の業務とのことで30分ほど仕事してから早退するかしないか検討するよう助言している。
→ナイトケア利用時でも「8月は6連勤が多かった。宿泊施設を調べるのが大変」と疲労感を訴えることがあった。来所時に体調確認していく
・村上　元道　様～9/14（金）母の眼科受診同行、18日（火）母の引っ越しの手伝いを予定している。普段は訪問時に体調確認すると「なんもないよ」と話していたが、最近は疲労感を訴えるようになった。その背景として本来であれば母が行うことを母が本人に依頼しており、本人の負担が増大しているという。負担軽減できるよう、まずは生活保護担当CWや高齢福祉課職員に現状について情報提供する予定。
・藤村　翔　　様～9/6（木）16時モニタリング実施している（相談支援専門員：相談支援事業所サポートセンター虹）。
・田名部　浩平様～「煙草を吸え」「散歩しろ」等の幻聴が出現。喫煙本数が増えたり就労終了後疲れているのに散歩に行ったりと幻聴に左右された行為が認められている。
・大下　伸治　様～9/12（水）生活費の受け取りや買い物のため姉と外出予定。
＜青明舎登録者情報交換＞
・東海林　紀子様～9/3（月）・4（火）「21時に寝たのに0時に起きちゃった」「食欲がなくてパン1個しか食べられなかった」と夜間連絡がある。その背景として介護老人保健施設ほほえみ三戸に入所中の父が三戸中央病院へ入院したことが関係しているという。9日（日）定期訪問を実施。父の入院期間は2週間ほどで、退院後は同施設に再入所予定。土日は夫とゆっくり休むことができている。しかしビールの購入がほぼ毎日で、ある日は15時と17時の2回購入していることがあったという。同日「飲酒したことで入院になりますかね？」と夜間連絡があったとのことで、自分次第であることを伝えている。
・東海林　康之様～就床前薬が減薬となったことを話している。9/17（月）・24（月）の当館祝日プログラムについて、「仕事が午前中だけだから、午後から行こうかな」と話していたという。最近の作業内容について銅線リサイクルがなくなり、施設外就労（バス停や墓の掃除等）が多い。食費は月4万5千円以内でやりくりできている。
9日（日）定期訪問時に気分の高揚さを認め、兄弟や子どもの話をすることや、妻の発言に声を荒げることがあったという。
・高柳　和子　様～頓服薬（リスペリドン内用液）は週に1回服用したと話している。歯痛や部分義歯の金具による疼痛を訴え鹿内歯科医院を受診したところ、歯の根が腐っていると言われたという。月曜日や水曜日であれば治療可能だが、鹿内歯科医院での治療は希望しておらず、「そうやって治療代として払わせるつもりだ」と被害的発言がある。
・平　京子　　様～9/5（水）来所。デイケアの利用回数を減らすことについて「疲れたから。行きたくないから」と話していたという。食事内容を確認すると野菜不足であることがわかる。
・福井　彩　　様～9/5（水）来所。同日八戸赤十字病院から八戸市立市民病院呼吸器科宛ての紹介状を作成してもらったと話す。胸骨のずれによって乗り物に乗車中の振動で疼痛を生じることがあるが、鎮痛剤は処方されていないという。
弁護士から夫が離婚に応じ、親権は本人、養育費は支払うと話していたようだ。時期は不明だが、本人が八戸赤十字病院を受診した際に偶然義母と鉢合わせ弁護士の仲介もなしに話し掛けてきたという。「子育てができるのか」「地元では寺沢家はひどいと有名だ」「はるとがかわいそう。産まれてこなきゃよかったのに」等の暴言を吐かれ、手を出そうとしたところを夫に腕を引っ張られ別室に連れられることがあった。「自分だけじゃなく子どもや家族を馬鹿にされた」と気分の落ち込みが生じているという。
・浅坂　政美　様～9/9（日）定期訪問を実施。怠薬はない。金銭は自己管理できており、嗜好品はチョコや源氏パイ等を購入しているという。
・松川　順子　様～9/9（日）定期訪問時にアパートの大家が来ており、8月分の家賃の支払いをしていた。入院期間中の家賃は徐々に支払うことで大家も同意している。食事内容は毎日ほぼ同じであるため、買い物同行を検討している。自室の清掃の手伝いをした際に破けている衣類や下着、半分壊れている掃除機等を発見している。新品の購入についてあっぷるハート松坂氏に相談するよう助言している。3時30分「眠れないんですけど」と連絡があったため、目を瞑って横になるよう助言している。
・川口　八寿子様～9/4（火）来所。白山台メンタルクリニック受診前に立ち寄り体重を測るが、「体重減らないから怒られる」と笑いながら話している。
母から「こんだけ治療費がかかってるんだよ。自己負担額以外は国が支払ってる」と言われることがあったが、デイケアの利用回数は変わらず週3回で続けることにしたという。“草取りとかのアルバイトしないか？”と知人から勧められ、同院主治医に相談したところ、“短期ならいいよ”と言われたという。
・若松　邦生　様～9/4（火）久々の来所。「疲れがとれない。パソコンを使う仕事だからドライアイだ」と話していたようだ。
・我満　奈津紀様～9/7（金）「望を見てるとイライラする」と夜間連絡がある。「家にいても食器洗いすらしてくれない」「20歳過ぎたんだからアルバイトでもすればいいのに」と不満を訴えている。
カンファレンスシート（鈴木　知子　様）　

実施日：H30年9月10日（月）13：30～14：00

担当：鳥谷部
参加者：名久井・佐々木・紫葉・三國・船橋・鳥谷部
検討内容　目標と計画の見直し

	氏名
	鈴木　知子様
	性別
	女
	年齢
	47
	生年月日
	S45.11.17

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	現在の生活を維持したい。

	入院歴
	計3回（最終：H5年9月14日　～　H6年10月2日　）

	通所歴
	1回目

今回：H28.11.2～現在　　（週1回/木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣、ヘルパー、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣

	住居：
	家族構成：母様が南の里へ入所中

　　　　　姉様が週1～2回本人宅へ訪問している。

	利用制度
	精神保健福祉手帳1級

	備考：事例検討に必要な情報を記載

S59年1月頃より、空笑･幻聴･妄想･独語等の症状が出現し、S59.2.6八戸市立市民病院精神科初診、通院治療を継続していた。S60年10月頃より上記症状に加え、不眠･奇異な行動が出現し、S61.3.8当院初診し1回目の入院（～S62.4.30）。以後、上記症状再燃により、当院へ計3回の入院歴がある(②H4.10.15～H5.4.25 ③H5.9.14～H6.10.2)。H6.10.2当院退院後は自宅療養となり、当院への外来通院(1回/4週)、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣の利用(1回/2週)、ヘルパー利用（2回/週）、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣の利用を継続している。




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①不安や問題の早期解消ができるようになる。
	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	①不安や問題について相談し、対処法をスタッフと検討するために、スタッフは本人に話し掛けて、話しやすい環境を作る。

	
	②生活能力を維持する。
	②-1　バランスよく食事をとれるようにする。

②-2　膝への負担を減らすため、体重を減らし、下半身に筋力をつける。
	1 -1栄養指導に参加し、栄養についての知識を身につけてバランスの良い食事を取れるようにするために、スタッフはプログラムの参加を促す。また、食事の内容を確認して野菜を摂取できるように助言する。

②-2身体機能を維持、体重の減量をするために、スタッフは運動療法への参加を促す。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	スタッフに相談することは出来ている。他利用者から友人を紹介したいと言われ、断ったがそれで対応が良かったかと相談がある。「約束しても、体調が悪くて会えなくなったら悪いから。」と振り返えりできている。特定利用者様（根地戸恵様）が話しかけてきた時に対応できるのか不安だと話すが、対応は自然に出来ている。デイケアを休んでいる間、希死念慮や気分の落ち込みがあったという。デイケアの時間内で相談できないときには帰宅後電話にて相談している。
	本人がスタッフに話しやすいように、声を掛け、不安なことは、その場で話せるようになる。

	②生活能力を維持する。
	出席率（4月→100％、5月→80％、6月→100％　7月→25%）である。膝の痛みがある際は運動プログラムは見学している。他のプログラムには拒否無く参加され、意見を述べたリ出来ている。
	今後も継続し、継続的な来所を出来るように促していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①不安や問題の早期解消ができるようになる。
	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	2 不安や問題について相談し、対処法をスタッフと検討するために、スタッフは本人に話し掛けて、話しやすい環境を作る。

	
	②生活能力を維持する。
	②-1　バランスの良い食事をとれるようにする。

②-2　膝への負担を減らすため、体重を減らし、下半身に筋力をつける。
	3 -1栄養指導に参加し、知識を身につけてバランスの良い食事を摂れるようにする。また、食事の内容を確認して野菜を摂取できるように助言する。

②-2身体機能を維持、体重の減量をするために、スタッフは痛みを確認しながら運動療法への参加を促す。


＜現状＞

・入浴は青陽館で入る事もある。青明舎で入浴を行っているが、入浴できない時は自宅で洗髪している。

・青陽館は楽しいのでゆっくり過ごしたいとのこと。

・男性の集団に恐怖を感じることがある。

→スタッフの近くにいることで問題なく過ごすことが出来ている。

・膝の痛みは一定せず、悪くなったり、良くなってきていると話している。

· 本人はコミュニケーションの能力をあげたいと話しているため、自らスタッフや他メンバーへの話しかけが見られている。

→自ら話そうとしていることを評価してください。
訪問看護師より。本日訪問時にメモを見せられ、内容を確認すると、青明舎の特定スタッフの数名名前が書かれており「言い方がキツイ。」と感じているとの事。その事で希死念慮があり、「やってやろうか。」とも書いてあったと言う。相談事は訪問看護師や青陽館にするよう助言したとの事。
